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デバイス・センサ

研究のポイント

●空気中の湿度変化に素早く応答する湿度センサ
●感湿膜を工夫し応答性を向上
●ヒトの健康・快適さのモニタリングに活用
研究のねらい

湿度変化を素早く捉える湿度センサチップを開発しています。柔らかい基材の上に
も形成できるナノ粒子塗布膜に着目し、急峻な湿度変化や水分発生をとらえるセン
サを提案しています。健康・快適さをモニタするために、ヒトが発散する水分量を
捉える用途へ活用します。

研 究 内 容

ナノ粒子塗布膜を感湿膜として基材上にコート
様々な装具に取り付けてセンサチップを使用します。硬い基材だけでなく柔ら

かいフィルム状基材の利用も可能です。
開発中素子の応答時間は2秒
急峻な湿度変化を繰り返し検出できます。高湿度の空気や水分の結露をすばや

く捉えます。
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